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Abstract

We have been facing the COVID-19 pandemic and at the same time the larger crisis of exceeding 

“Planetary boundaries” as well. To solve these complex, serious, global problems, international 

cooperation is indispensable. Education provides a basis for international cooperation and 

it is through education that we can develop scientific viewpoints and knowledge, our 

consciousness as a global citizen, and Global Competence. Global Competence is defined in, 

and added to the evaluation metrics of, the Programme for International Student Assessment 

(PISA 2018) of the OECD. The development and improvement of Global Competence are 

also desired in higher education in a wide variety of fields. In this paper, from the above 

understanding, an overview and consideration of Online International Exchange Education 

are provided. The online method has prevailed during the COVID-19 pandemic instead of 

in-person International Exchange Education, traditionally useful for the development of  

Global Competence in international education. Furthermore, Collaborative Online 

International Learning (COIL) between Japanese major students at Burapha University and 

students at Kagoshima University is presented. It is reported that both groups were well 

able to gain the benefits of international exchange education even through online interaction. 

From this example, it became clear that both groups are mutually valuable as a 
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collaborative learning partner because overseas students majoring in Japanese studies have 

strong interest in Japan and their interest is also significant for Japanese students. Therefore, 

it is pointed out that it will be meaningful that Japanese universities utilize this special 

relationship with overseas students majoring in Japanese studies positively, and construct 

the multilateral human network to provide transnational co-learning opportunities for 

students. This network will contribute to the international education networks in other 

fields by spreading laterally and fits with the interdisciplinary orientation to solve global 

problems. Consequently, it is stated that the conscious positive effective development in 

education of these large human networks possible online will define the significance and 

possibilities of university international education, and will contribute to the attainment of 

Sustainable Development Goals.     
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持続可能な開発目標 (SDGs),オンライン国際協働学習 (COIL)  海外の日本語・日本学専攻学生, 

国際教育・人的ネットワーク

大学における国際教育のこれから−持続可能な開発を目指して

−日本語・日本学専攻学生と学ぶネットワークを世界に

Abstract

現在、我々はコロナ禍と同時に「地球の限界」を超えるというさらに大きな危機に直面している。これらの複雑で

深刻な地球規模の課題の解決には、国際協調が欠かせない。それを生み出す基盤は「教育」であり、教育によっ

て、科学的な視点と知識、将来世代までも視野に入れた「地球市民」Global Citizenとしての意識、およびグロ

ーバルコンピテンスを養うことが不可欠であろう。OECDのPISA (Programme for International Student 
Assessment, 2018)が定義して評価指標に加えたGlobal Competenceは、高等教育でも、幅広い分野の国際

教育によってその育成と向上が望まれる。本稿では、上述の認識から、国際教育の中で当該コンピテンス育成に有

効な国際交流教育、その中で特に、コロナ禍で台頭したオンライン国際交流教育について概観・考察した。また、

その具体的な取組みとしてブーラパー大学日本語専攻学生と鹿児島大学生とのオンライン国際協働学習

(Collaborative Online International Learning：COIL) を紹介し、オンラインでも双方の学生が国際交流教

育の成果を十分得たことを報告した。この事例から、海外の日本語・日本学専攻学生は、学習対象である日本に関

心が高く、それは日本人学生にも意義深く、協働学習のパートナーとして互いに貴重であることがわかった。そこ

で、この特別な関係性を日本の大学は積極的に活用し、今後２国間から多国間へと世界に人的ネットワークを拡

げ、ともに学ぶ大きな学習機会を創ることが意義深いと指摘した。このネットワークは、他分野の国際教育のネッ

トワークにも波及的に貢献し、他分野への横展開は、地球的課題解決の学際的な方向性にも合致する。今後、オン

ラインを介して可能となる、このような多人数の人的ネットワークの教育への意識的、積極的な有効展開が、大学

における国際教育のこれからの可能性と意義であり、SDGs達成に貢献すると述べた。

Keiko Unedaya 
Global Initiative Center, Kagoshima University
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1. はじめに

現在、世界中の人々がコロナ禍に翻弄されているが、我々は同時に「地球の限界」を超えるというさらに大きな

危機に直面している。地球の限界」は、2009年にロックストローム博士らが科学的データに基づいて唱えた「人

類が安全に活動できる、安定した地球であるための９つの限界値」であり、持続可能な開発（以下、SDGs

という）の基礎となっている。気候変動や生物多様性の損失などが含まれ、すでに２つは限界値を超えたと考えら

れている (Rockström, et al. 2009)。

これらの複雑で深刻な地球規模の課題の解決には、国際協調が欠かせない。それを生み出す基盤は「教育 であ

り、教育によって、科学的な視点と知識、将来世代までも視野に入れた
1
「地球市民」Global Citizenとしての意

識、およびグローバルコンピテンスを養うことが不可欠であろう。OECDのPISA (Programme for International 

Student Assessment, 2018)は、2018年にGlobal Competenceを定義して
2 
評価指標に加えている。高等教

育においても、幅広い分野での国際教育
3 
によって当該コンピテンスの育成と向上が望まれる。本稿では、上述の

認識から、国際教育の中で当該コンピテンス育成に有効な国際交流教育
４
、特に、コロナ禍で台頭したオンライン

国際交流教育
５
について概観・考察する。また、具体的な取組みとしてブーラパー大学日本語専攻学生と鹿児島大

学生とのオンライン国際協働学習（Collaborative Online International Learning：以下、COILという）に触

れ、特に日本国外で学ぶ日本語・日本学専攻大学生と、日本国内の大学生のオンライン国際交流教育の今後の可能

性、およびSDGsに貢献する意義について述べる。

2. オンライン国際交流教育

2020年年初から続くコロナ禍によって、実渡航による国際交流教育は停止を余儀なくされた。その中で、コロ

ナ禍でも国際的な繋がりや出会いを絶えさせないという、国を超えた担当教員の共通の思いによって「オンライン

への代替」が一気に拡大した。まず、代替の様相を図１
6
に示す。留学等の派遣停止は多くの国でVirtual 

Exchange（仮想留学）の新規開発を生んだ他、留学延期によって自発的に海外の大規模公開オンライン講座
７(以

下、MOOCsという) を受講する学生も見られる。また、留学生の受入停止は、対面による国際共修授業も困難に

したため、海外教員と協働して互いの授業を結ぶCOILや、有志の海外外国人学生をオンライン授業に参加させて共

修する方法も見られる。このうちCOILは、対面交流授業の代替のみならず、留学等海外派遣の代替としても実施さ

れている。

1 
一例として Future Design（西條、2015、2018、2021と参考文献５）を挙げる。持続可能な世界に向けて将来世代との格差を意識し、描いた将来像の視点から現在必要な対策をデザ

インする方法。

2  PISAの定義「グローバルコンピテンスは、地域や地球全体、異文化間で生じる課題を調べ検討し、他者のものの見方や世界観を理解して尊重し、異なる文化に属する人々と開かれた

適切で効果的な交流を行い、持続可能な開発と全世界の人々の心身の健康保持に向けて行動することができる能力」（筆者訳）

3 
本稿では「異文化間学生交流の有無に関わらず、広くグローバルコンピテンスを養う教育」と定義する。いわゆる国際学を始めとし、それ以外でも人文・社会・自然科学分野全てに

わたって国際的な視点によって当該コンピテンス育成に寄与する教育。

4 
本稿では「異なる文化の学生が、自らの所属する教育機関や海外の教育機関等を通じて、双方向に交流して学ぶ教育」と定義する。

5 
異なる文化の学生が、自らの所属する教育機関や海外の教育機関等を通じて、オンラインを用いて双方向に交流して学ぶ教育」（畝田谷、2022）

6 
図１の「派遣」「受入」は、タイ王国等日本国外の大学を起点とすれば「Virtual Exchange (仮想留学)」の「海外大学」は日本国内の大学になる。

7 
日本においても、海外大学も参加可能で、日本の高等教育機関が多数参加する海外向け国際的オンライン教育プラットフォームJapan Virtual Campusが2022年初旬にパイロット事業

を開始した。https://www.jv-campus.org/　
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次に、オンライン国際交流教育の形について概観する（図２）。一般のオンラインによる授業同様、同期型（リ

アルタイム）、非同期型（オンデマンド）があり、それぞれに双方向、一方向がある。国際交流教育
８
は、学生と

教員の双方向性はもちろんのこと学生同士の「双方向交流」「協働」がグローバルコンピテンス育成に有効な鍵で

あるため、オンラインでも同期型、非同期型問わずそれらが重視されていると考えられる。非同期型双方向は、時

差が大きい場合や、協働の際の言語的障壁を減じるため対応に時間をかけたい場合に、講義やビデオ等のコメント

交換等によって行われる。同期型双方向はZoom等を用いて同じ時間を共有して学習する。非同期型一方向は講義録

画の視聴、同期型一方向は、教員が一方的に講義する形だが、これらを種にして双方向活動と組み合わせたハイブ

リッド型もあり、多くの工夫が行われている。

さらに、図３にオンライン国際交流教育の実渡航との比較を示す。オンラインによるメリットは、渡航にかかる

物理的条件（渡航難易度：時間・距離・気象・渡航手段・費用・感染症を含む安全性等）の制約を受けないことか

ら、平時でも、また対面困難な時や国・地域でも、安定的なオンライン接続が整えば、渡航による国際交流教育に

比べて多くの人数、多くの国・地域からの参加が可能なことである。一方、デメリットは、五感で体験するインパ

クトが乏しいこと、個人としてマイノリティになる貴重な生活体験ができないこと、現地滞在で遭遇する偶然を含

む広い出会い等がないこと等と考えらえる。

オンライン国際交流教育は、多くの場合、コロナ禍以前は事前事後学習として実渡航の補完、コロナ禍以降は代

替として採用されているが、上述のメリットは大変大きい。また、今後加速的な技術進歩によってデメリット

図１ 実渡航による国際交流教育のオンラインへの代替

図２ オンライン国際交流の形

8 
図1.の不特定多数の受講生を対象とするMOOCsでも、同期・非同期型によらず双方向であれば、国際交流教育の範疇とする。
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デメリットが減じていくと予測される。例えば、五感のうち視覚、聴覚に加えて触覚、臭覚等を感じる技術や３次

元ホログラムはすでに存在しており、これらによって学生の協働学習の現場感覚を高める可能性があるなど、教育

的展開に限りはない。

しかしながら、オンライン国際交流教育は、進化しても実渡航による国際交流教育と同一にはならず、それぞれ

異なる特性を持ち続けると考えるのが妥当であろう。オンライン国際交流教育をその特性を活かす独立した新手法

として捉え、実渡航による国際交流教育の特性と比較し、実渡航再開後は、両者を最適に組合わせてグローバルコ

ンピテンス育成に活用することに高い価値があると考える。教員には、その時代のオンラインによる技術力で可能・

不可能なことを適切に見極めて柔軟にり入れる力、技術力とファシリテータとしての能力、反転学習をデザインし

て行う力、実渡航とオンラインによる教育を組合わせた教育カリキュラムの編成力等が必要となり、新たな教育に

挑むという意識が必要となろう。

図３ オンライン国際交流教育の実渡航との比較

3. ブーラパー大学日本語専攻学生と鹿児島大学生とのCOILの取組み (2020年度)９

ここで、オンライン国際交流教育の１種であるCOIL（図１）の具体例について紹介する。COILとは「オンライン

コミュニケーションを用いて２カ国以上の国の間で教育と学習の両方を実現する革新的な教育方法
10
である 筆者

は、2020 年度に鹿児島大学の海外連携校であるブーラパー大学人文・社会科学部東洋言語学科ナンチャヤー・マハ

カン助教授が担当した日本社会や文化を学ぶ科目「日本文化」（日本語専攻３年生対象、履修者46名）と、自担当

の共通教育教養活用科目「留学生のための異文化理解」（履修者37名）でCOILを実施した。

このCOIL授業の目的は、両大学の科目の目的（ブーラパー大学：日本文化の深い理解、日本語能力の向上。鹿児

島大学：文化とは何か、文化の相対性、多様な価値観の存在、異文化適応のモデル等について自らの経験を分かち

合いながら学ぶ）に照らして、以下の４つとした。

1) 同世代の異国の学生と接し「個人」として認識することを体感し、無意識のステレオタイプと文化の多 

   層性を理解する。

2) 相互理解とコミュニケーションへの積極性

9 
この取組の説明は（畝田谷、2022）の抜粋・要約である。授業評価等の詳細は、同論文を参照されたい。

10  関西大学の定義による。

   https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/IIGE/jp/COIL/
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3) 対話者の母語以外でのコミュニケーションに対する配慮（鹿児島大学）、日本語の運用機会と運用経験 

   による能力向上（ブーラパー大学）

4) 互いの国、地域、大学等に関する知識を深め、興味を育む。

使用言語は、目的3)を意図して日本語とした。授業内容は、まず両者の共通点と相違点、また同じ国の文化圏に

おける個人間の差異、及び国や文化圏を超えた共通点の発見を意図して「両国/両国人のイメージ」について準備さ

せ、対話させた（目的1)）。また、事前課題で相手に聞きたい質問を交換して説明を準備させ、学生が関心のある

テーマを通して自由活発に対話する機会を設けた（目的2), 4))。さらに、相互に非言語コミュニケーションについ

て具体例を紹介させ、コミュニケーション能力の向上を図った（目的 2), 3), 4))。

互いの学期の重複期間の都合上、３回の授業（各90分）しか同期型で繋げないため、事前に双方の学生数が均等

になる数（各グループ６~７名）で13のグループ分けを行い、３回を通してグループメンバーを固定し、毎回30-45

分をブレークアウトルームの話合いに当ててできるだけ顔の見える関係性を作ることに努めた。併せて、ブレーク

アウトルームの対話が円滑に進むよう、授業前に準備課題を出して教員に提出させ、授業後には両大学の学生が課

外で交換する課題を課し、SNSを活用した交流を推奨した。「同年代の外国人と直接「個人」として接する体験」の

時間をできるだけ多く設けようと企図したこれらの活動から、３週間という短い期間でもやり取りが生まれ、グル

ープ内で課外の学生交流が多く見られた。課外時間に個人の接触を多く生むためにどのような課題を与えるか、課

題の実施をどのようにモニターするかは、困難であるが、COIL成功のための重要な要素だと思われる。

これらの活動では、日本語専攻のブーラパー大生にも、様々な学部にわたる鹿児島大生にも、大きな利点が見ら

れた。それは、ブーラパー大生の専門・興味が日本語と日本であることによると考えられる。一般的に、共通の関

心が対話への興味や深さの鍵になる。同じ専門に属する学生の場合その専門内容となろうが、今回はブーラパー大

生の学習対象が日本（語）であるため、彼らにとっては日本人学生と接するCOILそのものが意味ある機会となった。

また、鹿児島大生にとっても、日本人としての自らの存在が相手の興味の対象であり、日本（語）を学ぶ海外学生

の存在を知り初めて接触することで、その熱意や日本観、タイ王国に関する知識の獲得等、ブーラパー大生から大

きな学びが見られた。鹿児島大生の授業評価では、殆どが「有意義、貴重な経験」とコメントし、オンラインでも

国際交流教育の成果を十分得たことが確認できた。

4. 今後の展望：オンラインを含めた国際交流教育の今後の可能性とSDGsに貢献する意義

今回、ブーラパー大生とのCOILの具体例から、日本に興味を持つ海外学生が日本について学ぶ機会は、鹿児島大

生には大きな刺激で、協働学習が契機となってその国や文化に興味が湧き、理解と個人的絆が深まること、また、

ブーラパー大生にとっても学習対象である日本語・日本人との協働学習は意義深く、双方の学びが確実に起こるこ

とがわかった。海外の「日本語・日本学専攻学生とその教員」は、学習対象としての日本にとって重要な存在であ

り、日本国内の日本人学生（国内大学に在籍する外国人留学生含む）、海外で学ぶ日本語・日本学専攻学生双方に

とって、大きな学習効果を生む大変貴重な関係であると言える。

そこで、海外の日本語・日本学専攻学生とのCOILの今後の可能性として、日本は扇の要となり、例えばタイ王国

と日本という２国間から、他国の日本語・日本学を学ぶ学生へと多国間に拡げることが意義深いと考え 

る  多国の学生との協働プロジェクトやディスカッション、インターンシップ等における課題発見・解決の取組は
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グローバルコンピテンスを養う協働体験を生み、多国の学生間でのフィードバックは、全参加国の学生に新たな視

点をもたらす。

日本は、日本（語）を鍵にして、海外の日本語・日本学教員と協力して「日本語・日本学専攻学生」を多国間/

世界にネットワークとして繋ぎ、日本人学生（上述留学生含む）を混じえてオンライン国際交流教育と実渡航によ

る国際交流教育と組合せ、ともに学ぶ大きな機会を創ることが可能であり、意義深い。このように、日本語・日本

学の教育を通して、教員と学生の顔の見える人的ネットワークを世界に拡げれば、その人的ネットワークは、人文・

社会・自然科学分野全てにわたる国際教育のネットワークにも波及的に貢献する可能性がある（SDGs 17グローバル

パートナーシップの活性化）。また、人的ネットワークの他分野への横展開は、地球的課題解決の学際的な方向性

にも合致する。さらに、地球市民Global Citizenとしての意識を醸成する質の高い教育（SDGs４）に活用し、貢献

できることは言うまでもない。この人的ネットワークの教育への意識的、積極的な有効展開が、大学における国際

教育のこれからの可能性と意義であり、持続可能な開発に向けた地球的課題の解決に繋がるものと考える。
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บทความรับเชิญ

อนาคตของการจัดการศึกษานานาชาติในระดับอุดมศึกษาท่ี 

มุ่งสู่การพัฒนาอย่างย่ังยืน: การสร้างเครือข่ายการเรียนรู ้

ร่วมกับนักศึกษาวิชาญี่ปุ่นศึกษาทั่วโลก

1. บทน�ำ
ปัจจุบันขณะที่ผู้คนทั่วโลกก�ำลังหัวปั่นกับกำรแพร่ระบำดของไวรัสโคโรนำ เรำก็ยังต้องเผชิญกับภำวะวิกฤต

ของ “ขีดจ�ำกัดควำมปลอดภัยของโลก” (Planetary Boundaries)   ซึ่งดร.โจฮัน ร็อกสตรอม (Johan Rockström) 

นกัวทิยำศำสตร์สิง่แวดล้อมได้เสนอแนวคดินีเ้มือ่ปี 2009 โดยอ้ำงองิข้อมลูพืน้ฐำนทำงวทิยำศำสตร์ ว่ำเป็น “ขีดจ�ำกดั 

ของโลกที่จะรองรับได้ 9 ประกำร ซึ่งจะต้องรักษำไว้เพื่อให้มนุษย์สำมำรถด�ำเนินชีวิตได้อย่ำงปลอดภัย” และส่งผล

ให้เกิดกำรพัฒนำอย่ำงยั่งยืน (ต่อไปขอเรียกว่ำ SDGs) ซึ่งปัจจุบันเชื่อว่ำ มี 2 ประกำรที่ค่ำทะลุขีดจ�ำกัดแล้ว ได้แก่ 

(1) กำรเปลีย่นแปลงของสภำพอำกำศ และ (2)  กำรสูญเสยีควำมหลำกหลำยทำงชวีภำพ (Rockström, et al. 2009)

กำรแก้ปัญหำของโลกที่ซับซ้อนและเข้ำข้ันวิกฤตนี้ จ�ำเป็นต้องอำศัยควำมร่วมมือจำกนำนำชำติ ซ่ึงกำรจะ

ท�ำให้ส�ำเรจ็ได้ต้องเริม่ต้นที ่“กำรศกึษำ” ซึง่เป็นส่วนส�ำคญัทีจ่ะช่วยให้มคีวำมรูค้วำมเข้ำใจ มมีมุมองเชงิวทิยำศำสตร์ 

มีส�ำนึกของกำรเป็นพลเมืองโลก (Global Citizen) โดยค�ำนึงถึงคนรุ่นใหม่1 และเสริมสร้ำงสมรรถนะกำรอยู่ร่วม 

ในสังคมโลก (Global Competence) ในปี 2018 OECD ได้ให้นิยำมค�ำ Global Competence2  ไว้ และบรรจุ

เป็นหัวข้อประเมินหนึ่งใน PISA หรือ โปรแกรมประเมินสมรรถนะนักเรียนมำตรฐำนสำกล (Programme for 

International Student Assessment, 2018)  ในระดับอุดมศึกษำก็ควรเสริมสร้ำงและพัฒนำสมรรถนะดังกล่ำว

ให้ดียิ่งขึ้น ผ่ำนกำรจัดกำรศึกษำนำนำชำติ3 ในหลำกหลำยสำขำวิชำ ด้วยควำมที่ตระหนักถึงควำมส�ำคัญดังกล่ำว 

บทควำมนี้จึงมีวัตถุประสงค์ที่จะน�ำเสนอภำพรวมและอภิปรำยเกี่ยวกับกำรจัดกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยน 

ร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติ4 โดยเฉพำะกำรจัดกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบ

ออนไลน์5 ในช่วงกำรแพร่ระบำดของไวรัสโคโรนำ เพื่อที่จะเสริมสร้ำงสมรรถนะดังกล่ำวให้มีประสิทธิภำพยิ่งขึ้น 

และกล่ำวถึงกำรเรียนร่วมกันผ่ำนระบบออนไลน์ (Collaborative Online International Learning ต่อไปจะ 

เรียกว่ำ COIL) ระหว่ำงนักศึกษำวิชำเอกภำษำญี่ปุ่น มหำวิทยำลัยบูรพำ กับนักศึกษำมหำวิทยำลัยคำโงชิมะ โดย 

1 ตวัอย่ำงหนึง่คอื Future Design (西條 2015,2018,2021 และเอกสำรอ้ำงอิงหมำยเลข 5) ซึง่เป็นวธิกีำรออกแบบมำตรกำรทีจ่�ำเป็นในปัจจบุนั จำกมมุมองของกำรวำดภำพอนำคต
โดยตระหนักถึงควำมเหลื่อมล�้ำในคนรุ่นถัดไป สู่โลกที่สำมำรถพัฒนำอย่ำงยั่งยืน

2 ค�ำจ�ำกัดควำมโดย PISA “Global Competence is a multidimensional capacity that encompasses the ability to examine global and intercultural issues, 
understand and appreciate different perspectives and viewpoints, interact successfully and respectfully with others, and take action for collective 
well-being and sustainable development”

3  ในบทควำมนี้หมำยถึง “กำรศึกษำที่เสริมสร้ำงสมรรถนะในกำรอยู่ในสังคมโลกในควำมหมำยกว้ำง ไม่ว่ำจะมีหรือไม่มีกำรแลกเปลี่ยนข้ำมวัฒนธรรมระหว่ำงนักศึกษำ” กล่ำวคือ 
หมำยถงึ กำรศึกษำท่ีมุง่เสริมสร้ำงสมรรถนะดงักล่ำวจำกมมุมองเชงินำนำชำต ิซ่ึงนอกเหนอืจำก นำนำชำตศิกึษำ ยงัรวมไปถงึสำขำอืน่เช่น มนษุยศำสตร์ สงัคมศำสตร์ วทิยำศำสตร์ 

4  ในบทควำมนี้หมำยถึง “กำรจัดกำรศึกษำที่ผู้เรียนต่ำงวัฒนธรรมได้เรียนรู้จำกกำรแลกเปลี่ยนสองทำง ผ่ำนสถำบันกำรศึกษำภำยในประเทศ หรือต่ำงประเทศที่ตนเองสังกัด”
5 หมำยถึง “กำรจัดกำรศึกษำที่ผู้เรียนต่ำงวัฒนธรรมได้เรียนรู้จำกกำรแลกเปลี่ยนสองทำงในแบบออนไลน์ ผ่ำนสถำบันกำรศึกษำภำยในประเทศ หรือต่ำงประเทศที่ตนเองสังกัด”  

(畝田谷、2022)
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ภำพที ่1 กำรจดักำรเรยีนกำรสอนและแลกเปลีย่นร่วมกบันกัศกึษำต่ำงชำตผ่ิำนระบบออนไลน์ ทดแทนกำรเดนิทำง       

    ไปยังพื้นที่จริง

ต่อไปจะขอกล่ำวถงึภำพรวมของรปูแบบกำรจดักำรเรยีนกำรสอนร่วมกบันกัศกึษำต่ำงชำตผ่ิำนระบบออนไลน์ 

จะเห็นว่ำมีทั้งแบบเรียลไทม์ซ่ึงเป็นกำรส่ือสำรแบบสองทำง และแบบออนดีมำนด์ซึ่งเป็นกำรสื่อสำรแบบทำงเดยีว 

ท�ำนองเดยีวกบักำรจดักำรเรยีนกำรสอนแบบออนไลน์ท่ัวไป กำรจดักำรเรยีนกำรสอนและแลกเปลีย่นร่วมกบันกัศกึษำ

ต่ำงชำต ินอกจำกจะท�ำให้มกีำรสือ่สำรระหว่ำงนักศกึษำกับอำจำรย์แล้ว ยงัเป็น “กำรแลกเปลีย่นแบบสองทำง” และ

เป็นโอกำสที่ให้นักศึกษำนำนำชำติ ได้ “ร่วมมือกัน” ทั้งในกรณีที่เป็นชั้นเรียนแบบเรียลไทม์ และแบบออนดีมำนด์ 

6 ในภำพท่ี 1 หำกมหำวทิยำลยันอกประเทศญ่ีปุน่เช่นประเทศไทยเป็นจดุเริม่ต้น  (ส่งผูเ้รยีนออกไป「派遣)「海外大学」ทีจ่ดั「Vertual Exchange (仮想留学) 」หมำยถงึมหำวิทยำลยั
ในประเทศญี่ปุ่น (รับผู้เรียนเข้ำมำ「受け入れ」)

7 ในช่วงต้นปี 2022 ประเทศญี่ปุ่นได้เริ่มโครงกำรน�ำร่องของ Japan Virtual Campus ซึ่งเป็นแพลตฟอร์มกำรศึกษำออนไลน์ ระดับนำนำชำติส�ำหรับประเทศต่ำง ๆ ทั่วโลก โดย              
มีสถำบันอุดมศึกษำในประเทศญี่ปุ่นเข้ำร่วมจ�ำนวนมำก นอกจำกนี้มหำวิทยำลัยในต่ำงประเทศก็เข้ำร่วมได้เช่นกัน https://www.jv-campus.org/

ในบทควำมนี้จะกล่ำวถึงควำมเป็นไปได้ในกำรจัดกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำน

ระบบออนไลน์ในอนำคตระหว่ำงนักศึกษำท่ีศึกษำวิชำภำษำญี่ปุ่นหรือญี่ปุ่นศึกษำในต่ำงประเทศ ร่วมกับนักศึกษำ

ในมหำวิทยำลัยของญี่ปุ่น และควำมส�ำคัญที่มีต่อกำรส่งเสริมหลักคิดเกี่ยวกับกำรพัฒนำอย่ำงยั่งยืน

2. กำรจัดกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์
กำรจัดกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติไม่สำมำรถด�ำเนินกำรได้ตั้งแต่ต้นปี 2020 

เนื่องจำกกำรแพร่ระบำดของไวรัสโคโรนำ อย่ำงไรก็ตำมคณำจำรย์ที่อยู่ในแต่ละประเทศต่ำงมีควำมเห็นที่ตรงกัน 

คอื ไม่อยำกให้ควำมสมัพนัธ์ระหว่ำงนกัศกึษำต่ำงชำตแิละโอกำสของกำรท�ำควำมรูจ้กักันต้องหยดุชะงกัลงแม้จะอยู่

ท่ำมกลำงสถำนกำรณ์แพร่ระบำดของโคโรนำ ด้วยเหตนุี ้จงึได้มกีำรจัด “กำรสอนออนไลน์เพือ่ทดแทน” อย่ำงกว้ำงขวำง 

ดังที่แสดงในแผนภำพที่ 16 กำรที่ต้องระงับกำรส่งนักศึกษำไปศึกษำต่อในต่ำงประเทศ ท�ำให้หลำยประเทศได้พัฒนำ

โปรแกรม Virtual Exchange หรอื “กำรศกึษำต่อแบบเสมือนจรงิ” ซึง่กพ็บว่ำมนีกัศกึษำท่ีตดัสินใจสมคัรเรยีนคอร์ส

ออนไลน์แบบเปิดเสรขีนำดใหญ่ในต่ำงประเทศ7 (ต่อไปขอเรยีกว่ำ MOOCs) มำกขึน้อนัเนือ่งมำจำกก�ำหนดกำรเดนิทำง

ไปศกึษำต่อต้องเลือ่นออกไปไม่มกี�ำหนด นอกจำกนี ้กำรงดรบันกัศกึษำต่ำงชำตทิ�ำให้ไม่สำมำรถจดักำรเรยีนกำรสอน

นำนำชำตร่ิวมกันแบบปกตท่ีิมกีำรเผชิญหน้ำได้ ดงันัน้จงึพบว่ำมกีำรจัดโครงกำร COIL ท่ีเชือ่มโยงชัน้เรยีนของแต่ละท่ี

เข้ำด้วยกันโดยร่วมกับอำจำรย์ในต่ำงประเทศ หรือกำรให้นักศึกษำชำวต่ำงชำติที่อยู่ภำยนอกประเทศญี่ปุ่นสำมำรถ

เข้ำเรียนร่วมในคอร์สท่ีสอนแบบออนไลน์ตำมควำมสมัครใจ ส�ำหรับโครงกำร COIL นอกจำกจะเข้ำมำทดแทน

กำรจัดโครงกำรแลกเปลี่ยนแบบปกติแล้ว ยังทดแทนกำรส่งนักศึกษำไปศึกษำต่อยังต่ำงประเทศด้วยเช่นกัน
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ซึ่งถือเป็นกุญแจส�ำคัญในกำรเสริมสร้ำงสมรรถนะในกำรอยู่ในสังคมโลกดังปรำกฎในภำพที่ 28 กำรจัดชั้นเรียนแบบ

ออนดีมำนด์ที่มีกำรสื่อสำรสองทำงเหมำะส�ำหรับกรณีท่ีมีควำมแตกต่ำงด้ำนเวลำมำก หรือกรณีที่ต้องกำรใช้เวลำ 

เพื่อขจัดอุปสรรคด้ำนภำษำในกำรท�ำกิจกรรม โดยแลกเปล่ียนควำมคิดเห็นเก่ียวกับกำรบรรยำย หรือคลิปวีดิโอ 

เป็นต้น กำรจัดชั้นเรียนแบบเรียลไทม์ที่มีกำรสื่อสำรสองทำง คือกำรเรียนรู้แบบประสำนเวลำผ่ำนโปรแกรม Zoom 

เป็นต้น กำรจัดชัน้เรียนแบบออนดมีำนด์ทีม่กีำรสือ่สำรทำงเดยีว เช่น กำรดคูลปิวดีโิอกำรบรรยำย กำรจดัชัน้เรยีนแบบ

เรยีลไทม์ทีม่กีำรสือ่สำรทำงเดยีว เช่น กำรท่ีผูส้อนบรรยำยเพยีงอย่ำงเดยีว อย่ำงไรกต็ำม สำมำรถใช้ร่วมกบักิจกรรม

อื่นที่มีกำรสื่อสำรสองทำงเพื่อจัดกำรเรียนกำรสอนแบบผสมผสำน ซึ่งพบว่ำมีกำรประยุกต์ใช้ได้หลำกหลำยรูปแบบ

ภำพที่ 2 รูปแบบกำรแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์

นอกจำกนี ้ภำพที ่3 แสดงกำรเปรยีบเทยีบระหว่ำงกำรจดักำรเรยีนกำรสอนและแลกเปลีย่นร่วมกบันกัศกึษำ

ต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์ กับแบบเดินทำงไปศึกษำในพื้นที่จริง 

หำกเปรียบเทียบกับกำรเดินทำงไปเรียนในพ้ืนที่จริง ข้อดีของกำรเรียนแบบออนไลน์คือ หำกสัญญำณ

อนิเตอร์เนต็มคีวำมเสถยีร สำมำรถรองรบัผูเ้รยีนจ�ำนวนมำกเรยีนได้ในครำวเดยีวจำกทัง้ในประเทศและต่ำงประเทศ 

ทัง้ในเวลำปกต ิและในกรณทีีม่ข้ีอจ�ำกดัด้ำนเวลำหรอืสถำนทีใ่นกำรพบปะพดูคยุ  เนือ่งจำกไม่มีข้อจ�ำกดัทำงกำยภำพ

เช่นเดียวกับกำรเดินทำงไปเรียนในพื้นที่จริง (ข้อจ�ำกัดในกำรเดินทำงไปพบกันในพื้นที่ ขึ้นอยู่กับ เวลำ ระยะทำง 

สภำพอำกำศ วิธีเดินทำง ค่ำใช้จ่ำย และควำมปลอดภัย ซึ่งหมำยรวมถึง ควำมเสี่ยงที่จะติดเชื้อ)   ส�ำหรับข้อเสียของ

กำรเรียนแบบออนไลน์ คือ กำรขำดโอกำสที่จะได้สัมผัสกับประสบกำรณ์จริง ไม่ได้ใช้ชีวิตในฐำนะนักเรียนต่ำงชำติ

ซึ่งเป็นคนกลุ่มน้อยในสังคมนั้น ไม่มีโอกำสพบปะผู้คนในพื้นที่โดยตรง และผู้คนทั่วไปในสังคม

ก่อนที่จะมีกำรแพร่ระบำดของไวรัสโคโรนำ มีกำรเรียนกำรสอนและแลกเปล่ียนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติ 

ผ่ำนระบบออนไลน์ แต่เป็นกำรเรียนก่อนหรือหลังเพื่อเสริมกำรศึกษำในพื้นที่จริง แต่เมื่อเกิดกำรแพร่ระบำดของ

ไวรัสโคโรนำ ได้มีกำรใช้รูปแบบกำรสอนออนไลน์มำทดแทนกำรศึกษำในพื้นที่จริงอย่ำงเต็มรูปแบบ ซึ่งจะเห็นได้ว่ำ

มีข้อดีมำกมำยดังที่กล่ำวไปแล้วข้ำงต้น และในอนำคตคำดว่ำ ด้วยควำมก้ำวหน้ำอย่ำงรวดเร็วของเทคโนโลยีจะช่วย 

ขจัดข้อเสียให้ลดน้อยลง เช่น มีกำรพัฒนำเทคโนโลยีท่ีท�ำให้รู้สึกถึงผิวสัมผัส และกำรรับรู้กล่ิน ฯลฯ เพื่อให้เกิด

ประสบกำรณ์ผ่ำนประสำทสมัผสัทัง้ห้ำ ทีน่อกเหนอืจำกกำรมองเห็นและกำรได้ยิน เทคโนโลยีโฮโลแกรม 3 มิติ (3D 

Hologram) ก็จะช่วยให้ผู้เรียนรู้สึกเสมือนอยู่ในพื้นที่จริงมำกขึ้น และเกิดวิวัฒนำกำรทำงกำรศึกษำแบบไร้ขีดจ�ำกัด

8  ในภำพที่ 2 MOOCs ซึ่งมีกลุ่มเป้ำหมำยเป็นผู้เรียนจ�ำนวนมำกที่ไม่เจำะจง หำกเป็นกำรสื่อสำรสองทำงไม่ว่ำจะแบบเรียลไทม์ หรือแบบออนดีมำนด์ ก็ถือว่ำเป็นกำรจัดกำรเรียน
กำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติ
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ภำพที่ 3 เปรียบเทียบกำรสอนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์กับแบบเดินทำงไปศึกษำในพื้นที่จริง

3. กำรทดลองจัด COIL ร่วมกันระหว่ำงนักศึกษำวิชำเอกภำษำญ่ีปุ่นมหำวิทยำลัยบูรพำ กับ
นักศึกษำมหำวิทยำลัยคำโงชิมะ ประจ�ำปี 20209  

ต่อไปจะขอแนะน�ำตัวอย่ำงกำรจัดโครงกำร COIL ซึ่งถือว่ำเป็นกำรเรียนกำรสอนและแลกเปล่ียนร่วมกับ

นักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์10 ประเภทหนึ่ง COIL หมำยถึง “กำรเรียนกำรสอนรูปแบบใหม่ที่จัดกำรศึกษำ

และกำรเรียนรูร้ะหว่ำงประเทศต่ำง ๆ  มำกกว่ำ 2 ประเทศขึน้ไปผ่ำนกำรส่ือสำรออนไลน์”  ผู้เขยีนได้จดัโครงกำร COIL 

ระหว่ำงนักศึกษำวิชำเอกภำษำญ่ีปุ่นชั้นปีท่ี 3 ภำควิชำภำษำตะวันออก คณะมนุษยศำสตร์และสังคมศำสตร์ 

มหำวิทยำลัยบูรพำ ซึ่งเป็นมหำวิทยำลัยคู่สัญญำของมหำวิทยำลัยคำโงชิมะ ในรำยวิชำ “วัฒนธรรมญี่ปุ่น” ซึ่งต้อง 

เรียนรู้เกี่ยวกับสังคมและวัฒนธรรมญี่ปุ่น มผีูล้งทะเบยีน 46 คน อำจำรย์ผูร้บัผดิชอบรำยวชิำคอื ผศ.ดร.นนัท์ชญำ 

มหำขนัธ์ กบันกัศกึษำมหำวทิยำลยัคำโงชมิะ ในรำยวิชำ “กำรสื่อสำรข้ำมวัฒนธรรมส�ำหรับนักศึกษำชำวต่ำงชำติ” 

ซึ่งอยู่หมวดวิชำศึกษำทั่วไปที่ผู้เขียนรับผิดชอบ มีผู้ลงทะเบียน 37 คน

กำรจดัโครงกำร COIL ในครัง้นี ้เพือ่ให้สอดคล้องกบัวตัถปุระสงค์ของรำยวชิำของทัง้สองมหำวทิยำลยั  (กรณี

มหำวทิยำลยับรูพำ คอื เข้ำใจวฒันธรรมญีปุ่น่อย่ำงลกึซึง้  และ พัฒนำควำมสำมำรถด้ำนภำษำญีปุ่น่ กรณมีหำวทิยำลัย

คำโงชิมะ คือ เรียนรู้ควำมหมำยของวัฒนธรรม วัฒนธรรมสัมพัทธ์ ค่ำนิยมที่หลำกหลำย ศึกษำต้นแบบกำรปรับตัว

ข้ำมวัฒนธรรมผ่ำนกำรแบ่งปันประสบกำรณ์) ได้ก�ำหนดวัตถุประสงค์ไว้ 4 ประกำรดังนี้

9 เนื้อหำที่น�ำเสนอในที่นี้ เป็นส่วนหนึ่งของบทควำม畝田谷、2022 รำยละเอียดเกี่ยวกับกำรประเมินโครงกำรและอื่น ๆ สำมำรถดูเพิ่มเติมได้ในบทควำมดังกล่ำว
10 อ้ำงอิงค�ำจ�ำกัดควำมจำกมหำวิทยำลัยคันไซ https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/IIGE/jp/COIL/

อย่ำงไรก็ตำม ถึงแม้จะมีกำรพัฒนำรูปแบบกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำต ิ

ผ่ำนระบบออนไลน์ก็ตำม แต่ก็ไม่อำจเทียบเท่ำกับกำรศึกษำในพื้นท่ีจริง เรำควรมองว่ำรูปแบบกำรเรียนกำรสอน 

สองประเภทนีม้ลีกัษณะพเิศษทีแ่ตกต่ำงกนั  ควรศกึษำเปรยีบเทยีบลักษณะพเิศษของรปูแบบกำรเรยีนกำรสอนและ 

แลกเปล่ียนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์ซึ่งเป็นแนวทำงใหม่ เทียบกำรเรียนในพื้นที่ ผู้เขียนคิดว่ำ 

เมื่อมีกำรเปิดประเทศให้เดินทำงไปมำได้อีกครั้ง จะมีประโยชน์อย่ำงยิ่งหำกได้น�ำเอำข้อดีของทั้งสองแบบนี้มำใช้ 

เสริมสร้ำงสมรรถนะกำรอยูร่่วมกนัในสงัคมโลก  ผูส้อนจงึต้องกล้ำเผชญิหน้ำกบัแนวทำงกำรศึกษำใหม่ ๆ  ซึง่ต้องอำศัย

ทักษะกำรพินิจพิเครำะห์ว่ำเทคโนโลยีออนไลน์ในแต่ละยุคนั้น ท�ำอะไรได้และท�ำอะไรไม่ได้บ้ำง ต้องมีทักษะในกำร

ใช้เทคโนโลยเีหล่ำนัน้ ต้องมคีวำมสำมำรถในกำรท�ำหน้ำทีเ่ป็นผู้อ�ำนวยควำมสะดวก มคีวำมสำมำรถในกำรออกแบบ

กำรเรียนกลับด้ำน มีทักษะในกำรปรับปรุงหลักสูตรโดยผสมผสำนกำรเรียนในพื้นที่เข้ำกับกำรเรียนแบบออนไลน์
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1) เพื่อให้ผู้เข้ำร่วมโครงกำรมีโอกำสสื่อสำรกับนักศึกษำต่ำงชำติวัยเดียวกัน ตระหนักในควำมแตกต่ำงของ 

    แต่ละบุคคล เข้ำใจในควำมหลำกหลำยทำงวัฒนธรรม และควำมเชื่อแบบเหมำรวม (Stereotype) 

    ที่เกิดขึ้นโดยไม่รู้ตัว

2) เพื่อกระตุ้นกำรสื่อสำรและควำมเข้ำใจซึ่งกันและกัน

3) เพื่อให้ผู้เรียน (มหำวิทยำลัยคำโงชิมะ) เรียนรู้กำรพิจำรณำควำมเหมำะสมของภำษำญี่ปุ่นที่ใช้ในกำร 

    สื่อสำรกับชำวต่ำงชำติ และเพื่อพัฒนำทักษะภำษำญี่ปุ่นของผู้เรียน (มหำวิทยำลัยบูรพำ) จำกโอกำส 

    และประสบกำรณ์กำรใช้จริง

4) เพือ่ให้ผูเ้รยีนมคีวำมรู้ และเกดิควำมสนใจเกีย่วกบัประเทศ ภูมภิำค และมหำวทิยำลยั ฯลฯ ของกนัและกัน 

    เพื่อให้บรรลุวัตถุประสงค์ข้อที่ 3 จึงก�ำหนดให้ผู้เข้ำร่วมโครงกำรใช้ภำษำญี่ปุ่นในกำรส่ือสำร เน้ือหำ 

    กำรเรียนกำรสอนประกอบด้วย

   1. ให้ผู้เรียนเตรียมเน้ือหำในหัวข้อ “ภำพลักษณ์ของสองประเทศ และผู้คนในประเทศน้ัน” แล้วสนทนำ 

    โต้ตอบกัน โดยมเีจตนำเพือ่ให้ผูเ้รยีนได้ค้นพบจดุเหมอืนและจดุต่ำงของทัง้สองประเทศ รวมทัง้ตระหนกั 

    ในควำมแตกต่ำงระหว่ำงบุคคลของคนในประเทศเดียวกัน และจุดร่วมที่ก้ำวข้ำมประเทศหรือควำม 

    แตกต่ำงทำงวัฒนธรรม (วัตถุประสงค์ข้อ 1) 

   2.  ให้โอกำสผูเ้รยีนได้พดูคยุโต้ตอบโดยอสิระในหวัข้อทีส่นใจ โดยให้แลกเปล่ียนค�ำถำมในประเดน็ทีก่�ำหนด 

    ล่วงหน้ำ และเตรียมค�ำอธิบำย (วัตถุประสงค์ข้อ 2, 4) 

   3.  พัฒนำทักษะกำรสื่อสำร โดยให้แต่ละฝ่ำยแนะน�ำตัวอย่ำงกำรสื่อสำรที่ใช้อวัจนภำษำ (วัตถุประสงค ์

    ข้อ 2, 3, 4)

โครงกำรนี้สำมำรถจัดในรูปแบบประสำนเวลำได้ทั้งหมด 3 ครั้ง (ครั้งละ 90 นำที) ตำมควำมสะดวกในช่วง

ที่ภำคเรียนตรงกนั จงึได้แบ่งกลุม่ผู้เรยีนล่วงหน้ำ ออกเป็น 13 กลุม่ โดยมสีมำชกิจำกทัง้สองมหำวทิยำลยัเฉลีย่เท่ำ ๆ 

กนั (กลุ่มละ 6-7 คน) สมำชิกจะอยู่ในกลุ่มเดิมตลอดกำรท�ำกิจกรรมทั้ง 3 ครั้ง แต่ละครั้งสมำชิกในกลุ่มจะได้สนทนำ

กันประมำณ 30-45 นำที โดยกำรแบ่งกลุ่มย่อยในโปรแกรมซูม และพยำยำมให้ทุกคนได้สร้ำงควำมสัมพันธ์ระหว่ำง

กันและได้เห็นหน้ำตำจริง นอกจำกนี้เพื่อให้กำรสนทนำโต้ตอบในกิจกรรมกลุ่มย่อยเป็นไปด้วยควำมรำบรื่น จึงได้ให้ 

ผู้เรียนส่งกำรบ้ำนที่ต้องท�ำล่วงหน้ำก่อนเข้ำเรียนที่ผู้สอนและหลังเลิกเรียนก็ให้กำรบ้ำนใหม่ที่ผู้เรียนต้องส่ือสำร 

แลกเปลี่ยนกันนอกชั้นเรียน โดยได้แนะน�ำให้ใช้ สื่อโซเชียลมีเดียให้เป็นประโยชน์ในกำรแลกเปล่ียนข้อมูลซ่ึงกัน 

และกัน  กจิกรรมนีใ้ห้เวลำค่อนข้ำงมำกเพือ่ให้ผูเ้รียนได้ประสบกำรณ์ตรงในกำรสือ่สำรกบันกัศึกษำต่ำงชำตวิยัเดยีวกนั 

ในฐำนะบุคคลหนึ่ง แม้จะเป็นระยะสั้น ๆ  เพียง 3 สัปดำห์ แต่ก็พบว่ำมีกำรแลกเปล่ียนระหว่ำงผู้เรียน โดยเฉพำะ

อย่ำงยิง่ พบว่ำมกีำรพดูคยุสือ่สำรกนัภำยนอกชัน้เรยีนระหว่ำงสมำชกิภำยในกลุม่เป็นจ�ำนวนมำก ทัง้นีก้ำรพจิำรณำ

หัวข้อปัญหำท่ีเหมำะสมเพื่อกระตุ้นให้เกิดกำรสื่อสำรนอกชั้นเรียน หรือกำรสังเกตกำรณ์กำรท�ำงำนร่วมกันเพ่ือ 

แก้ปัญหำอำจเป็นเรื่องยำก แต่สิ่งเหล่ำนี้เป็นปัจจัยส�ำคัญที่จะช่วยให้กำรจัดโครงกำร COIL ประสบผลส�ำเร็จ

กจิกรรมเหล่ำนีเ้ป็นประโยชน์อย่ำงมำกกบัทัง้นกัศกึษำวชิำเอกภำษำญีปุ่น่มหำวทิยำลยับรูพำ และนกัศกึษำ

คณะต่ำง ๆ  ของมหำวทิยำลยัคำโงชมิะ ซึง่นัน่เป็นเพรำะนกัศกึษำมหำวทิยำลยับรูพำเรยีนวชิำเอก หรอืมคีวำมสนใจ

ในภำษำญี่ปุ่น และประเทศญี่ปุ่น โดยทั่วไปแล้วควำมสนใจร่วมจะเป็นกุญแจน�ำไปสู่ควำมรู้สึกอยำกสนทนำโต้ตอบ 

หรือท�ำให้สำมำรถสนทนำได้อย่ำงลึกซึ้ง ถ้ำเป็นนักศึกษำที่เรียนวิชำเอกเดียวกัน ควำมสนใจร่วมก็คือเนื้อหำเฉพำะ

สำขำนั้น กรณีของนักศึกษำมหำวิทยำลัยบูรพำ เนื่องจำกเรียนภำษำญี่ปุ่นเป็นวิชำเอก กำรเข้ำร่วมโครงกำร COIL 
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ซึง่มโีอกำสสมัผสักบันกัศึกษำชำวญีปุ่น่จงึเป็นโอกำสอนัมค่ีำส�ำหรบัพวกเขำ ส�ำหรบันกัศึกษำมหำวทิยำลยัคำโงชมิะ

ก็เช่นเดียวกัน พวกเขำได้รู้ว่ำกำรท่ีตัวเองเป็นคนญ่ีปุ่นเป็นเป้ำหมำยควำมสนใจ ได้รู้ว่ำมีนักศึกษำต่ำงชำติที่ศึกษำ

เกีย่วกับ (ภำษำ) ญีปุ่น่ และได้พดูคยุด้วยเป็นครัง้แรก ได้สัมผัสกบัควำมตัง้ใจจรงิและรบัรูม้มุมองของนกัศึกษำต่ำงชำต ิ

ที่มีต่อญี่ปุ่น ได้ควำมรู้เก่ียวกับประเทศไทย ซึ่งถือว่ำได้เรียนรู้มำกมำยจำกนักศึกษำมหำวิทยำลัยบูรพำ นักศึกษำ

มหำวิทยำลัยคำโงชิมะส่วนใหญ่ประเมินกำรเข้ำร่วมโครงกำรว่ำ “เป็นประสบกำรณ์ที่มีคุณค่ำ และมีประโยชน์” จึง

กล่ำวได้ว่ำรูปแบบกำรจัดกำรเรียนกำรสอนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติประสบผลส�ำเร็จด้วยดีแม้ในรูปแบบออนไลน์  

4. ควำมคำดหวังในอนำคต: ควำมเป็นไปได้ของกำรจัดกำรเรียนกำรสอนและแลกเปลี่ยนร่วมกับ 
นักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์ และประโยชน์ที่มีต่อกำรพัฒนำอย่ำงยั่งยืน

กำรจัดโครงกำร COIL ร่วมกับมหำวิทยำลัยบูรพำในครั้งนี้ พบว่ำ กำรที่นักศึกษำต่ำงชำติมีควำมสนใจ และ

เรยีนรูเ้กีย่วกบัประเทศญีปุ่น่ เป็นแรงกระตุน้ทีด่สี�ำหรบันกัศกึษำมหำวทิยำลยัคำโงชมิะ ท�ำให้นกัศกึษำมคีวำมสนใจ

ในวฒันธรรมและประเทศนัน้ ๆ  เกดิควำมเข้ำใจและมีสำยสมัพนัธ์ส่วนตวัทีล่กึซึง้ ส�ำหรบันกัศกึษำมหำวทิยำลยับรูพำ

ก็เช่นกัน กำรได้เรียนรู้แบบร่วมมือกับชำวญี่ปุ่นมีควำมหมำยที่ลึกซ้ึง และยังพบว่ำทั้งสองฝ่ำยเกิดกำรเรียนรู้ขึ้น 

โดยแท้จริง “นักศึกษำวิชำเอกภำษำญี่ปุ่น และคณำจำรย์ผู้สอน” ในต่ำงประเทศ เปรียบเสมือนสมบัติอันล�้ำค่ำ 

ส�ำหรับประเทศญี่ปุ ่น และกล่ำวได้ว่ำเป็นผู ้ที่มีควำมส�ำคัญอย่ำงมำกที่จะช่วยสร้ำงประสิทธิผลกำรเรียนรู ้

ส�ำหรับทั้งนักศึกษำชำวญี่ปุ่นในประเทศญี่ปุ่น (รวมถึงนักศึกษำชำวต่ำงชำติในประเทศญี่ปุ ่น) และนักศึกษำ 

วิชำเอกภำษำญี่ปุ่นและญี่ปุ่นศึกษำในต่ำงประเทศ

ต่อไปจะขอกล่ำวถึงควำมเป็นไปได้ของกำรจัด COIL ร่วมกับนักศึกษำวิชำเอกภำษำญี่ปุ่น และญี่ปุ่นศึกษำ

ในต่ำงประเทศ ประเทศญี่ปุ่นจะท�ำหน้ำที่เป็นแกนหลัก โดยขยำยจำกกำรจัดระหว่ำง 2 ประเทศ คือไทยและญี่ปุ่น 

ไปสู่ประเทศอื่น ๆ อีกหลำยประเทศ ซึ่งจะเป็นโครงกำรท่ีมีประโยชน์มำก กำรจัดกำรเรียนรู้แบบร่วมมือโดยกำร 

ท�ำโครงงำน กำรอภิปรำย หรือกำรฝึกงำนร่วมกับนักศึกษำนำนำประเทศ ผู้เรียนได้รับประสบกำรณ์ ค้นพบปัญหำ

และลงมือแก้ไข ให้ควำมร่วมมือในอันที่จะเสริมสร้ำงสมรรถนะในกำรอยู่ร่วมกันในสังคมโลก นอกจำกน้ีกำรท่ี 

ผู้เรียนหลำกหลำยประเทศได้แสดงควำมคิดเห็น ยังช่วยให้เกิดมุมมองใหม่ ๆ แก่ทุกคนที่เข้ำร่วมโครงกำรด้วย 

ประเทศญี่ปุ่นควรใช้ (ภำษำ) ญี่ปุ่นเป็นกุญแจในกำรให้ควำมร่วมมือกับคณำจำรย์ท่ีสอนภำษำญี่ปุ่น/ญี่ปุ่น

ศึกษำ เพื่อสร้ำงเครือข่ำยเชื่อมโยงกับ “นักศึกษำวิชำเอกภำษำญี่ปุ่นและญี่ปุ่นศึกษำ” ในประเทศต่ำง ๆ  ทั่วโลก โดย 

สำมำรถสร้ำงโอกำสอันยิ่งใหญ่ในกำรเรียนรู้ร่วมกันกับนักศึกษำชำวญี่ปุ่น (รวมถึงนักศึกษำชำวต่ำงชำติในประเทศ

ญี่ปุ่น) ด้วยกำรผสมผสำนกำรจัดกำรสอนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติผ่ำนระบบออนไลน์ กับกำรศึกษำในพื้นท่ีจริง 

เข้ำด้วยกัน ซึ่งเป็นเรื่องท่ีมีควำมหมำยมำก หำกขยำยเครือข่ำยระหว่ำงบุคคลที่สำมำรถเห็นหน้ำตำกันระหว่ำง 

ผู้สอนและผู้เรียนผ่ำนกำรเรียนกำรสอนภำษำญี่ปุ่น และญี่ปุ่นศึกษำไปทั่วโลกเช่นนี้ ก็มีควำมเป็นไปได้ที่เครือข่ำย

ระหว่ำงบคุคลนัน้ จะเป็นประโยชน์ต่อเครอืข่ำยกำรศกึษำนำนำชำตใินสำขำอืน่ ๆ  อนัได้แก่ มนษุยศำสตร์ สงัคมศำสตร์ 

และวิทยำศำสตร์ด้วยเช่นกัน (SDGs ข้อท่ี 17 กำรเสริมสร้ำงควำมเข้มแข็งให้แก่หุ้นส่วนควำมร่วมมือระดับโลก) 

กำรขยำยไปสูเ่ครือข่ำยระหว่ำงบคุคลในสำขำอ่ืนตำมแนวตัดขวำงเช่นนี ้ยงัพ้องกบัทิศทำงกำรศกึษำเชิงสหวทิยำกำรที่

มุง่สูก่ำรแก้ปัญหำของโลก และยงัช่วยสร้ำงกำรศกึษำท่ีมคีณุภำพ (SDGs ข้อที ่4)  ซ่ึงบ่มเพำะกำรตระหนกัในควำมเป็น 

พลเมืองโลก (Global Citizen) ผู้เขียนคิดว่ำ ควำมตั้งใจ และควำมพยำยำมในกำรขยำยกำรศึกษำที่สร้ำงเครือข่ำย

ระหว่ำงบุคคล มีควำมส�ำคัญและสำมำรถต่อยอดให้เกิดกำรจัดกำรกำรสอนร่วมกับนักศึกษำต่ำงชำติในระดับ

อุดมศึกษำได้ อันจะน�ำไปสู่กำรแก้ปัญหำระดับโลกอันเป็นเป้ำหมำยของกำรพัฒนำอย่ำงยั่งยืน
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